
又
吉
栄
喜
初
期
作
品
に
お
け
る
〈
少
年
〉
を
め
ぐ
っ
て

七
七

一
、
は
じ
め
に

　

沖
縄
の
戦
後
文
学
は
〈
ア
メ
リ
カ
〉
と
の
接
触
を
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
き

た
。
沖
縄
の
戦
後
史
も
ま
た
米
軍
と
の
関
係
に
お
い
て
語
ら
れ
得
る
が
、
そ
れ
は

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
戦
争
を
含
め
た
対
外
政
策
と
強
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
対
沖
縄
政
策
は
「
軍
事
的
必
要
性
を
優
先
さ
せ
て
、

あ
え
て
沖
縄
の
排
他
的
軍
事
支
配（１
）」
を
遂
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
対

日
講
和
条
約
第
三
条
で
沖
縄
は
日
本
か
ら
分
離
さ
れ
施
政
権
を
認
め
ら
れ
た
ア

メ
リ
カ
は
、
中
国
改
革
の
成
功
、
朝
鮮
戦
争
の
進
行
と
と
も
に
、
沖
縄
を
太
平

洋
の
要
石
と
し
て
い
く
（
２
）。
米
軍
に
よ
る
〈
支
配
〉
に
始
ま
っ
た
沖
縄
戦
後
史
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
施
政
権
返
還
を
通
し
て
様
々
な
相
の
〈
ア
メ
リ
カ
人
・
兵
〉
を

目
の
当
た
り
に
し
（
３
）、
ま
た
文
学
と
い
う
営
為
の
中
に
刻
印
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　

沖
縄
の
戦
後
文
学
は
『
月
刊
タ
イ
ム
ス
』
一
九
四
九
年
三
月
号
に
発
表
さ
れ

た
太
田
良
博
「
黒
ダ
イ
ヤ
」
を
嚆
矢
と
す
る
（
４
）。
し
か
し
本
作
は
独
立
運
動
下
に

あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
り
沖
縄
も
〈
ア
メ
リ
カ
〉
も
扱

わ
れ
て
い
な
い
。
仲
程
昌
徳
は
江
島
寂
潮
「
道
草（５
）」

の
中
に
、
戦
後
沖
縄
文
学

に
お
け
る
〈
ア
メ
リ
カ
〉
と
の
遭
遇
と
し
て
「
自
動
車
」
と
子
供
た
ち
の
「
ハ

ロ
ー
」
の
声
を
見
出
す（６
）。

　

日
曜
な
の
で
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
が
頻
繁
に
往
来
し
て
い
る
。
子
供
た

ち
が
道
ば
た
に
立
つ
て
ハ
ロ
ー
、
ハ
ロ
ー
を
す
る
。
或
る
自
動
車
は
食
い

残
り
の
パ
ン
を
紙
に
包
ん
で
投
げ
与
え
た
。
包
ん
だ
紙
が
、
空
へ
飛
ん
で

裸
の
パ
ン
が
埃
の
多
い
道
ば
た
に
落
ち
る
。（「
道
草
」）

　
〈
ア
メ
リ
カ
〉
は
こ
こ
か
ら
様
々
な
位
相
を
持
っ
て
沖
縄
の
戦
後
文
学
に
あ
ら

わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
男
性
と
沖
縄
女
性
の
付
き
合

い
（
亀
谷
千
鶴
子
「
す
み
れ
匂
う
」『
う
る
ま
春
秋
』
一
九
五
〇
・
七
）、
支
配

者
と
し
て
の
権
力
行
使
（
川
瀬
信
「
流
れ
木
」『
琉
大
文
学
』
一
九
五
四
・
二

や
霜
多
正
次
「
孤
島
の
人
々
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
五
四
・
一
な
ど
）、「
パ

ン
パ
ン
」
と
い
っ
た
女
性
群
像
（
喜
舎
場
順
「
暗
い
花
」『
琉
大
文
学
』

一
九
五
五
・
十
二
な
ど
）、
混
血
児
の
表
象
（
福
地
恒
夫
「
風
と
風
葬
」『
琉

又
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大
文
学
』
一
九
六
〇
・
十
二
や
譜
久
村
毅
「
あ
る
歪
み
」『
琉
大
文
学
』

一
九
六
二
・
六
な
ど
）、
米
軍
基
地
の
街
を
め
ぐ
る
群
像
（
濱
岡
獨
「
藁
人
形
」

『
新
沖
縄
文
学
』
一
九
六
九
・
五
や
、長
堂
英
吉
「
桑
梯
子
の
墓
」『
新
沖
縄
文
学
』

一
九
六
九
・
八
、
前
川
邦
昭
「
ネ
オ
ン
の
村
」『
新
沖
縄
文
学
』
一
九
七
〇
・
一
な

ど
）
と
い
っ
た
作
品
群
が
、
沖
縄
戦
後
史
と
関
わ
り
な
が
ら
発
表
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
コ
ザ
騒
動
、
施
政
権
返
還
を
経
て
「
占
領
統
治
の
終
焉
と
関
わ

る
問
題
」
と
「「
新
県
人
」
と
し
て
の
出
発
に
関
わ
る
問
題
」
が
浮
上
し
、「
ア
メ

リ
カ
時
代
か
ら
日
本
時
代
へ
と
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
す
る
時
に
あ
た
っ
て
、
沖

縄
戦
が
浮
上
、
再
点
検
を
迫
ら
れ
た
（
７
）」

こ
と
で
、
嘉
陽
安
男
「
美
原
オ
ト
の
場

合
」、
長
堂
英
吉
「
我
羅
馬
テ
ン
ト
村
（
８
）」

と
い
っ
た
戦
後
の
米
軍
収
容
所
を
題
材

に
、「
良
い
米
国
兵
」（
前
者
）、「
悪
い
米
国
兵
」（
後
者
）
を
描
く
両
極
端
な
作

品
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
（
９
）。

こ
の
よ
う
に
沖
縄
の
戦
後
文
学
は〈
ア
メ
リ
カ
〉

と
出
会
い
、
受
容
ま
た
は
拒
絶
し
、
他
者
と
し
て
捉
え
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
だ

ろ
う
。

　

本
論
で
は
又
吉
栄
喜
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
又
吉
の
初
期
の
作
品
は
他
者

と
し
て
の
〈
ア
メ
リ
カ
〉
を
捉
え
な
が
ら
、
一
方
で
〈
沖
縄
〉
へ
の
ま
な
ざ
し

が
向
け
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
又
吉
初
期
作
品
の
中
か
ら
、
作
品
群
の

特
徴
と
い
え
る
〈
少
年
〉
の
ま
な
ざ
し
を
取
り
出
し
、
施
政
権
返
還
と
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
に
よ
り
弱
体
化
し
た
米
国
）
₁₀
（

を
踏
ま
え
た
と
い
え
る
「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛

大
会
」、「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
分
析
の
対
象
と
し
た
い
。
米

国
施
政
権
返
還
と
日
本
復
帰
と
い
う
歴
史
的
事
案
を
通
し
て
、
沖
縄
自
体
を
客

観
化
す
る
作
品
と
し
て
、
ま
た
米
国
支
配
の
断
絶
を
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

継
続
と
変
化
の
表
象
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
各
作
品
を
考
察
し
て
い
く
。

二
、
初
期
作
品
群
と
そ
の
時
代

　

宮
城
悦
二
郎
は
戦
後
か
ら
施
政
権
返
還
ま
で
を
四
期
に
分
け
、
そ
の
第
四
期

に
つ
い
て
「
六
八
年
、
初
の
主
席
公
選
が
行
わ
れ
、
屋
良
朝
苗
が
当
選
、
七
〇

年
一
二
月
「
コ
ザ
騒
動
」
が
発
生
、
米
軍
人
車
両
八
〇
台
余
が
路
上
で
焼
き
打

ち
に
合
う
」
と
指
摘
す
る
）
₁₁
（

。「
コ
ザ
騒
動
」
は
首
都
圏
の
新
聞
で
も
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
例
え
ば
『
朝
日
新
聞
』
は
一
面
で
「
コ
ザ
（
沖
縄
）
で
反
米
焼

打
ち
」、
二
面
で
は
「
人
命
軽
視
に
怒
り
暴
発
」
な
ど
と
報
じ
、〈
ア
メ
リ
カ

兵
〉
の
こ
れ
ま
で
の
犯
罪
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
騒
動
の
発
端
と
な
っ
た
事
故

へ
の
同
情
的
言
説
を
展
開
し
て
い
る
）
₁₂
（

。
こ
こ
に
は
、〈
ア
メ
リ
カ
〉
に
よ
る
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
状
態
と
鬱
屈
と
し
た
〈
ア
メ
リ
カ
兵
〉
の
存
在
、
一
方
で

平
時
で
あ
り
な
が
ら
戦
争
と
連
続
し
た
沖
縄
と
い
う
場
所
の
前
景
化
が
あ
る
。

　

さ
て
一
九
九
五
年
下
半
期
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
又
吉
栄
喜
「
豚
の
報
い
」
は

沖
縄
の
基
層
文
化
を
軸
と
し
た
作
品
と
い
え
る
。
だ
が
又
吉
の
初
期
の
作
品

群
に
は
戦
後
の
〈
ア
メ
リ
カ
〉
を
め
ぐ
る
問
題
を
焦
点
化
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル

な
作
品
が
多
々
あ
る
。
又
吉
の
小
説
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
短
く
な
い
。

一
九
七
五
年
に
第
一
回
「
沖
縄
文
学
賞
」
を
受
賞
し
た
「
海
は
蒼
く
」
を
は
じ

め
、
一
九
七
八
年
に
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
が
射
殺
し
た
猪
」
で
「
九
州
芸
術
祭
文
学

賞
」、
一
九
八
〇
年
に
は
「
ギ
ン
ネ
ム
屋
敷
」
で
「
す
ば
る
文
学
賞
」
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
前
半
に
は
「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛



又
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七
九

大
会
」（
一
九
七
六
年
第
四
回
「
琉
球
新
報
短
編
小
説
賞
」）、「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

兵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
な
ど
多
く
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
又
吉
自
身
が
述
べ

る
よ
う
に
、
そ
の
原
体
験
に
は
「
軍
作
業
員
や
Ａ
サ
イ
ン
バ
ー
の
ホ
ス
テ
ス
、

基
地
の
メ
イ
ド
、
そ
う
い
っ
た
人
々
を
含
め
て
の
「
米
軍
的
世
界
」
が
原
風

景
と
し
て
定
着
し
て
い
る
）
₁₃
（

」。
初
期
作
品
群
は
、
沖
縄
で
生
活
す
る
そ
う
い
っ

た
人
々
を
中
心
に
置
き
な
が
ら
、
闘
牛
（「
島
袋
君
の
闘
牛
」）
と
い
っ
た
文
化

や
、
米
軍
と
の
対
立
構
図
（「
憲
兵
闖
入
事
件
」）
の
中
に
、
又
吉
の
〈
沖
縄
〉

を
と
ら
え
る
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
他
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
〈
ア
メ
リ
カ

兵
〉
と
の
階
層
化
と
同
時
に
、
内
な
る
〈
沖
縄
〉
の
階
層
化
（
混
血
へ
の
差

別
、
本
島
と
諸
島
の
差
異
な
ど
│
│
「
シ
ェ
ー
カ
ー
を
振
る
男
」）
に
お
け
る

登
場
人
物
の
葛
藤
は
、
暗
鬱
な
多
様
性
の
物
語
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　

又
吉
栄
喜
の
初
期
作
品
の
特
徴
と
し
て
、
仲
里
効
は
「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛
大

会
）
₁₄
（

」、「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
₁₅
（

」、「
憲
兵
闖
入
事
件
）
₁₆
（

」、「
島
袋
君
の

闘
牛
）
₁₇
（

」
を
挙
げ
、「
少
年
の
目
」
が
社
会
相
を
照
射
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、「「
外
部
」
を
取
り
込
ん
だ
」
点
を
評
価
し
、
そ
の
系
列
に
「
ジ
ョ
ー
ジ

が
射
殺
し
た
猪
）
₁₈
（

」
を
挙
げ
て
い
る
）
₁₉
（

。
米
軍
的
世
界
を
原
風
景
に
持
つ
と
い
う
又

吉
は
「
沖
縄
人
を
米
国
か
ら
見
れ
ば
ど
う
な
る
か
を
考
え
れ
ば
、
沖
縄
人
が
よ

り
鮮
明
に
見
え
て
く
る
」
と
考
え
、「
弱
い
米
兵
、
軍
人
と
し
て
使
い
も
の
に

な
ら
な
い
者
を
仲
介
さ
せ
て
」、「
ジ
ョ
ー
ジ
が
射
殺
し
た
猪
」
を
創
作
し
た
と

述
べ
て
い
る
が
）
₂₀
（

、
そ
れ
は
キ
ャ
ン
プ
キ
ン
ザ
ー
の
ゲ
ー
ト
近
く
で
育
っ
た
又

吉
自
身
の
体
験
が
創
作
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
と
り
わ
け

「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛
大
会
」
に
関
し
て
は
「
米
国
人
と
沖
縄
人
と
の
葛
藤
を
通

し
て
沖
縄
の
人
間
像
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
従
来
、
米
国
人
と
沖
縄

人
と
の
対
立
・
葛
藤
を
、
抑
圧
＝
被
抑
圧
と
い
う
単
純
な
図
式
で
捉
え
る
こ
と

を
排
し
て
、
そ
れ
ら
を
個
々
の
人
間
の
対
立
・
葛
藤
と
し
て
捉
え
直
そ
う
と
い

う
）
₂₁
（

」
特
色
も
み
て
と
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
又
吉
は
沖
縄
と
い
う
内
部
へ
の

ま
な
ざ
し
を
重
視
し
た
書
き
手
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

又
吉
初
期
作
品
群
は
、
施
政
権
返
還
が
な
さ
れ
、
ま
た
相
対
的
に
〈
ア
メ
リ

カ
〉
が
後
退
す
る
時
期
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
下
の

〈
ア
メ
リ
カ
〉
の
後
退
に
象
徴
さ
れ
る
〈
弱
い
ア
メ
リ
カ
〉
が
捉
え
ら
れ
る
素

地
が
あ
り
、
米
国
兵
を
抽
象
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
個
別
化
し
た
存
在
と

し
て
描
く
意
志
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
少
年
の
視
点
│
│
視
点
人
物
に
お
け
る
「
内
部
」

　

仲
里
効
が
指
摘
し
た
よ
う
に
又
吉
作
品
で
ま
ず
重
要
に
な
る
の
は
「
少
年
の

目
」
で
あ
る
。

　
「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛
大
会
）
₂₂
（

」
は
一
九
五
八
年
に
行
な
わ
れ
た
米
琉
の
親
善
行

事
、
米
軍
カ
ー
ニ
バ
ル
で
起
き
た
事
件
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
。
闘
牛
大
会
会

場
付
近
で
、
闘
牛
の
角
に
よ
り
自
動
車
を
傷
つ
け
ら
れ
た
「
南
米
系
ら
し
い
小

柄
な
男
」、
自
動
車
を
傷
つ
け
た
牛
の
「
手
綱
も
ち
の
沖
縄
人
の
男
」、
そ
の
衝

突
を
見
守
る
〈
少
年
〉
の
見
知
っ
た
大
人
達
、
事
件
を
収
拾
さ
せ
た
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
氏
を
、〈
少
年
〉
の
視
座
で
と
ら
え
た
作
品
と
い
え
る
。

　
「
北
中
城
村
在
の
瑞
慶
覧
体
育
館
横
で
特
別
に
闘
牛
大
会
」
が
催
さ
れ
る
。
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〇

そ
れ
は
〈
ア
メ
リ
カ
〉
と
沖
縄
が
〈
親
善
〉
的
関
係
に
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る

催
し
で
あ
る
が
、「
米
軍
カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
万
遍
無
く
全
島
に
巣
く
っ
て
い
る

米
軍
基
地
の
重
い
幾
十
も
の
ゲ
イ
ト
が
沖
縄
の
住
民
に
解
放
さ
れ
る
」
以
上
、

こ
こ
に
は
支
配
／
非
支
配
の
関
係
が
潜
在
化
す
る
。
視
点
人
物
の
〈
少
年
〉

は
、「
本
物
の
大
砲
や
戦
闘
機
や
戦
車
な
ど
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
の
を

朝
の
二
、
三
時
間
で
あ
き
て
し
ま
」
い
、
関
心
も
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
。
友
人
の

秀
雄
が
誘
う
米
国
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
も
関
心
が
な
く
、
む
し
ろ
、「
ウ
ー

ク
イ
（
精
霊
送
り
）」
の
夜
更
か
し
に
よ
り
、「
少
年
の
胃
に
ま
だ
餅
や
ら
、
蒲

鉾
や
ら
、
肉
や
ら
、
砂
糖
黍
の
甘
み
や
ら
が
も
た
れ
」
て
い
た
。
こ
こ
で
は
少

年
の
身
体
を
通
し
て
、
基
層
的
食
文
化
が
前
景
化
し
て
い
く
。

　

本
作
品
で
重
要
な
の
は
〈
少
年
〉
に
と
っ
て
の
〈
大
人
〉
の
存
在
だ
と
い
え

る
。
ア
メ
リ
カ
／
沖
縄
の
相
対
性
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
内
部
へ
の
視
座
が
そ
の

特
色
だ
と
い
え
る
。
闘
牛
と
自
動
車
の
接
触
事
故
は
、
所
有
者
で
あ
る
米
国
人

が
闘
牛
会
場
近
く
ま
で
車
を
乗
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
。「
や
け
に
鼻
の
大
き

い
、
そ
の
鼻
さ
え
見
な
け
れ
ば
沖
縄
人
と
み
ま
ち
が
う
、「
南
米
系
ら
し
い
小

柄
な
男
」
が
、
牛
の
手
綱
を
持
っ
て
い
る
沖
縄
人
の
男
に
わ
め
き
ち
ら
し
」、

「
こ
こ
ろ
も
ち
、
遠
巻
き
に
し
て
い
る
老
若
の
人
々
は
周
囲
の
人
と
目
を
あ
わ

せ
た
り
、
う
な
ず
い
た
り
、
小
言
で
何
か
言
い
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
外
人
を

見
た
り
、
手
綱
も
ち
を
見
た
り
、
牛
を
見
た
り
、
そ
し
て
黒
い
外
国
車
を
見
た

り
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。〈
大
人
〉
た
ち
の
視
線
は
支
配
者
た
る
〈
ア
メ
リ

カ
人
〉
へ
の
焦
点
化
を
避
け
、
一
方
「
沖
縄
人
の
体
軀
と
変
わ
ら
な
い
チ
ビ
外

人
の
一
人
舞
台
」
と
な
っ
た
事
故
現
場
か
ら
、〈
少
年
〉
は
身
体
の
近
似
を
越

え
た
所
に
存
在
す
る
権
力
を
感
知
し
て
い
る
。
数
の
差
な
ら
、「
チ
ビ
外
人
」

を
取
り
囲
む
〈
大
人
〉
た
ち
の
方
が
有
利
で
あ
る
。
例
え
ば
、
闘
牛
の
手
綱
持

ち
の
青
年
に
対
し
て
、「
牛
を
闘
わ
せ
て
い
る
時
の
青
年
の
あ
の
威
勢
の
よ
さ

が
噓
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
」、「
今
、
自
分
が
闘
わ
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と

だ
。
ど
う
し
て
、
こ
う
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
手
綱
を
と
り
な
が
ら
、
敵

の
目
を
盗
み
、
卑
怯
に
も
相
手
牛
の
目
に
砂
を
か
け
た
り
、
鼻
を
な
わ
で
ぶ
っ

た
り
す
る
と
い
う
噂
の
あ
る
男
が
、
こ
う
も
お
と
な
し
く
な
れ
る
の
か
」
と
い

う
〈
少
年
〉
の
違
和
感
が
表
明
さ
れ
る
。〈
少
年
〉
は
権
力
機
構
上
の
支
配
者

で
あ
る
「
チ
ビ
外
人
」
へ
の
嫌
悪
よ
り
も
、
そ
の
周
辺
の
〈
大
人
〉
た
ち
へ
と

ま
な
ざ
し
を
向
け
る
の
で
あ
る
。

①　

百
人
近
い
人
垣
は
立
ち
つ
く
し
て
い
る
。
身
動
き
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ど

う
し
た
ん
だ
、
み
ん
な
。
少
年
は
人
々
を
み
ま
わ
す
。
同
郷
の
人
が
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。
た
っ
た
一
人
じ
ゃ
な
い
か
。
ど
う
し
た
ん
だ
。

（
二
一
三
頁
）

②　

万
に
一
つ
も
チ
ビ
外
人
に
敗
け
る
は
ず
が
な
い
。
ど
う
し
て
喧
嘩
し
な
い

の
か
。
少
年
は
不
思
議
が
る
。
味
方
が
百
人
も
い
る
の
に
。（
二
一
六
頁
）

③　

何
も
文
句
を
言
わ
ず
、
手
を
出
さ
ず
、
じ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
す
べ
て
が

丸
く
お
さ
ま
る
。
こ
れ
は
絶
対
の
自
信
に
な
っ
て
い
る
。
自
分
が
耐
え
れ

ば
う
ま
く
お
さ
ま
る
。
手
綱
も
ち
も
耐
え
る
。
周
囲
の
人
々
も
耐
え
る
。

何
も
苦
痛
で
は
な
い
。（
二
二
一
頁
）

④　

一
人
と
残
ら
ず
、
め
く
ら
め
っ
ぽ
う
に
暴
れ
ろ
。
少
年
は
思
っ
た
。
な

ら
、
僕
も
暴
れ
る
。
少
年
は
大
開
き
の
チ
ビ
外
人
の
口
に
大
き
な
石
で
も
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強
引
に
つ
っ
こ
み
た
く
な
る
。
石
。
そ
う
だ
、
石
を
牛
に
投
げ
、
暴
れ
さ

せ
、
外
国
車
を
壊
し
て
や
ろ
う
。
徹
底
し
て
壊
せ
ば
、
も
は
や
チ
ビ
外
人

も
文
句
は
言
わ
な
い
は
ず
だ
。
石
を
探
し
た
。
一
個
も
み
つ
か
ら
な
い
。

残
念
が
る
反
面
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
安
堵
感
が
出
た
。
入
念
に
再
び
探

す
気
は
な
い
。
群
衆
の
無
力
さ
は
子
供
に
も
劣
る
。（
二
二
二
頁
）

　

こ
こ
で
の
「
絶
対
の
自
信
」
は
、
手
綱
持
ち
の
青
年
を
含
め
た
〈
大
人
〉
た

ち
に
共
通
の
も
の
と
し
て
〈
少
年
〉
に
感
知
さ
れ
る
。
米
国
人
の
振
舞
い
に
納

得
い
か
な
い
な
が
ら
も
、
暴
力
を
含
ん
だ
行
動
を
起
こ
さ
な
い
〈
大
人
〉
た
ち

は
、
作
品
内
の
時
間
で
あ
る
一
九
五
八
年
と
一
九
七
〇
年
の
「
差
」
を
内
包

し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
一
二
月
二
〇
日
未
明
の
「
コ
ザ
騒
動
」
は
、
糸
満
で

発
生
し
た
轢
殺
事
件
処
理
へ
の
不
満
や
毒
ガ
ス
兵
器
備
蓄
へ
の
抗
議
が
重
な
り

「
民
衆
そ
の
も
の
」
を
主
役
と
し
て
発
生
し
た
が
）
₂₃
（

、
一
九
五
八
年
時
点
で
の
暴

動
は
テ
ク
ス
ト
に
刻
印
さ
れ
な
い
。
軍
用
地
問
題
の
高
揚
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高

等
弁
務
官
の
「
自
治
は
神
話
」
た
る
発
言
に
み
ら
れ
る
抑
圧
さ
れ
た
「
歴
史
」

そ
の
も
の
が
、〈
少
年
〉
の
歯
が
ゆ
さ
と
し
て
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
牛
の
角

に
よ
る
接
触
事
故
（
事
件
）
は
、
米
人
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
が
登
場
し
、

住
民
の
訴
え
を
聞
き
入
れ
「
チ
ビ
外
人
」
に
非
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
で
落
着
を

み
せ
る
。
し
か
し
〈
大
人
〉
た
ち
が
「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
と
一
定
の
距

離
を
お
」
き
、「
一
様
に
安
堵
は
し
て
い
る
が
、
あ
た
り
ま
え
の
す
じ
み
ち
で
、

特
に
喜
ぶ
ほ
ど
の
も
ん
で
も
な
い
平
然
さ
が
察
せ
ら
れ
る
」
の
を
見
て
、「
こ

れ
ら
の
人
々
も
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
を
き
っ
と
不
気
味
に
思
っ
て
い
る

の
だ
」
と
〈
少
年
〉
は
考
え
る
。「
不
気
味
」
な
抑
圧
者
と
し
て
の
地
位
は
揺

る
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

岡
本
恵
徳
は
「
従
来
の
作
品
が
、
米
兵
と
沖
縄
人
の
対
立
す
る
状
況
を
描
く

と
き
、
視
点
が
沖
縄
人
の
側
に
お
か
れ
る
た
め
に
結
果
と
し
て
米
兵
の
描
き
方

が
画
一
的
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
作
品
は
そ
の
弊
を
免

れ
て
い
る
）
₂₄
（

」
と
指
摘
す
る
が
、
こ
こ
で
更
に
注
目
す
べ
き
は
〈
少
年
〉
の
志
向

す
る
対
象
で
あ
る
だ
ろ
う
。

外
人
が
闘
い
を
い
ど
む
な
ら
、
い
つ
で
も
う
け
て
立
つ
と
い
う
牛
の
内
心

は
、
黒
い
肉
体
を
ぶ
る
ん
ぶ
る
ん
と
大
き
く
ゆ
す
っ
て
い
る
し
ぐ
さ
か
ら

察
せ
ら
れ
る
。
目
は
黒
く
澄
み
、
う
る
お
っ
て
い
る
。
常
勝
の
者
の
目
。

白
負
と
自
信
に
さ
さ
え
ら
れ
た
目
。
真
の
勇
者
の
も
つ
、
や
さ
し
い
大
き

な
目
。
そ
し
て
角
。
無
敵
の
象
徴
。
こ
の
世
の
い
か
な
る
強
敵
に
も
絶
対

の
自
信
で
た
ち
む
か
るマ
マ

、
こ
の
土
色
が
か
っ
た
白
い
固
い
角
だ
。
少
年
は

牛
を
見
、
漠
然
と
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
。
ま
わ
り
に
大
勢
、
寄
り

集
ま
っ
て
い
る
人
が
、
幼
児
の
よ
う
に
み
え
た
。
劣
等
で
非
力
に
み
え

た
。（
二
一
四
頁
）

　

沖
縄
の
文
化
に
根
付
く
闘
牛
）
₂₅
（

は
、〈
少
年
〉
に
と
っ
て
「
真
の
勇
者
」、「
無

敵
の
象
徴
」
で
あ
り
、
対
し
て
〈
大
人
〉
は
「
劣
等
で
非
力
」
な
も
の
と
し
て

映
る
の
で
あ
る
。〈
ア
メ
リ
カ
兵
〉
と
沖
縄
人
の
対
立
関
係
を
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
内
部
へ
と
向
け
ら
れ
た
ま
な
ざ
し
は
、〈
少
年
〉
に
「
小
さ
い
時
か
ら

昼
夜
、
懸
命
に
育
て
た
は
ず
の
牛
を
、
負
け
た
か
ら
牛
肉
に
し
て
し
ま
う
飼

い
主
の
心
情
が
し
れ
な
か
っ
た
」
と
思
わ
せ
る
。〈
少
年
〉
の
憧
憬
対
象
に
近

い
闘
牛
に
対
す
る
〈
大
人
〉
の
仕
打
ち
へ
の
違
和
感
は
、
牛
を
支
配
す
る
〈
大
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人
〉
を
、
さ
ら
に
支
配
す
る
〈
ア
メ
リ
カ
人
〉
へ
の
屈
折
し
た
感
情
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
。

あ
の
時
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
は
怒
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。
血

を
し
た
た
ら
し
て
ま
で
、
闘
わ
す
手
綱
も
ち
や
飼
い
主
や
、
大
会
主
催

者
を
、
興
味
深
く
み
て
い
る
観
衆
を
、
そ
の
闘
っ
て
い
る
闘
牛
を
さ
え
。

今
、
こ
の
チ
ビ
外
人
を
怒
る
よ
り
、
あ
の
時
、
怒
っ
て
い
た
ほ
う
が
、
よ

り
自
然
だ
と
思
う
。
又
、
同
国
人
を
怒
る
よ
り
外
国
人
を
怒
る
ほ
う
が
す

じ
が
通
っ
て
い
る
と
思
う
。（
二
二
六
頁
）

　
〈
少
年
〉
の
ま
な
ざ
し
は
〈
ア
メ
リ
カ
〉
と
い
う
他
者
を
捉
え
る
だ
け
で
な

く
、
自
身
が
身
を
置
く
沖
縄
の
内
部
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
占
領

へ
の
違
和
感
と
、
自
ら
の
内
部
へ
の
違
和
感
を
〈
少
年
〉
の
視
座
が
看
破
す

る
。
そ
れ
は
施
政
権
返
還
に
よ
る
米
軍
統
治
時
代
へ
の
客
観
視
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
一
九
七
二
年
施
政
権
返
還
か
ら
の
時
間
経
過
が
沖
縄
内
部
へ
の

内
省
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。〈
少
年
〉
の
よ
う
な
視
座
が
文
学
作
品
と
し

て
表
象
さ
れ
る
の
が
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
単
線
的
な
視
座

を
拒
絶
し
、
複
層
的
な
沖
縄
の
相
を
描
く
作
家
と
し
て
、
初
期
の
又
吉
栄
喜
を

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
少
年
の
視
点
│
│
視
点
人
物
に
お
け
る
「
外
部
」

　
「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
に
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
拾
い
を
す
る
少
年

た
ち
が
え
が
か
れ
る
。
こ
の
作
品
に
は
戦
後
に
生
ま
れ
戦
争
未
体
験
者
で
あ
る

〈
少
年
＝
僕
〉
の
無
邪
気
さ
が
漂
う
）
₂₆
（

。

　

あ
る
日
、
少
年
た
ち
は
〈
ア
メ
リ
カ
兵
〉
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
降
下
訓
練
に

直
面
し
、
隊
を
離
脱
し
て
降
下
し
た
あ
る
〈
ア
メ
リ
カ
兵
〉
に
出
会
う
。「
死

ん
で
い
た
ら
な
あ
。
帽
子
も
多
く
の
バ
ッ
ジ
も
手
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
パ

ラ
シ
ュ
ー
卜
の
布
だ
っ
て
、
紐
だ
っ
て
。
絹
だ
か
ら
女
た
ち
は
喜
ぶ
だ
ろ
う
。

米
兵
は
不
気
味
だ
。
ふ
と
、
思
う
」
と
あ
り
観
念
的
な
死
と
実
際
の
米
兵
へ

の
違
和
感
が
表
わ
れ
る
。〈
僕
〉
や
リ
ー
ダ
ー
格
の
ヤ
ッ
チ
ー
、
行
雄
た
ち
に

と
っ
て
米
軍
の
放
つ
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、「
部
落
近
く
に
は
爆
弾
は
落
ち
て
こ
な

い
が
金
網
を
こ
え
て
破
片
は
よ
く
飛
ん
で
」
き
て
、「
懸
命
に
そ
れ
ら
を
探
し
、

奪
い
あ
う
」
も
の
で
あ
る
。「
大
人
の
こ
ぶ
し
大
の
固
ま
り
を
手
の
平
に
の
せ

た
時
の
重
量
感
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
」。〈
僕
〉
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
、

米
軍
は
存
在
し
て
い
る
）
₂₇
（

。

パ
ラ
シ
ュ
ー
卜
が
白
く
大
き
く
ひ
ら
き
、
果
て
も
し
れ
な
い
青
い
空
か
ら

ゆ
っ
く
り
お
り
て
く
る
さ
ま
は
見
事
だ
っ
た
。
授
業
中
の
窓
か
ら
も
数
回

見
た
。
そ
の
よ
う
な
時
、
僕
ら
の
騒
ぎ
を
怒
っ
て
し
ず
め
る
本
島
出
身
の

若
い
男
の
先
生
が
い
ま
い
ま
し
か
っ
た
。
ま
す
ま
す
、
授
業
な
ん
て
く
だ

ら
ん
と
僕
は
思
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
実
弾
投
下
に
僕
ら
は

魅
力
を
感
じ
た
。（
一
三
九
頁
）

　

戦
後
に
生
れ
、
基
地
と
い
う
空
間
を
所
与
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
（
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
な
い
）
視
点
人
物
〈
僕
〉
に
は
、
米
軍
へ
の
拒
絶
感
よ
り
も

「
魅
力
」
を
感
じ
る
心
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

〈
僕
〉
は
米
軍
を
受
け
入
れ
は
し
な
い
。
米
兵
に
よ
る
訓
練
は
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
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場
に
直
結
し
て
い
る
。〈
僕
〉
は
沖
縄
が
か
つ
て
戦
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
無
化

し
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
般
に
ガ
ー
ド
兵
は
用
心
深
い
の
か
、
僕
ら
を
軽
蔑
し
て
い
る
の
か
、
僕

ら
と
な
か
な
か
な
じ
ま
な
い
。
あ
の
、
で
か
い
鼻
の
ガ
ー
ド
兵
に
限
ら

な
い
。
か
わ
い
そ
う
だ
と
感
じ
る
。（
中
略
）
あ
の
ソ
ー
メ
ン
箱
の
頭
蓋

骨
を
ガ
ー
ド
兵
に
つ
き
つ
け
、
ガ
ー
ド
兵
と
頭
蓋
骨
を
交
互
に
指
さ
し
、

ユ
ー
、
セ
イ
ム
、
ユ
ー
、
セ
イ
ム
と
押
し
殺
し
た
声
で
言
い
、
お
前
も

や
が
て
こ
ん
な
に
な
る
ぞ
と
お
ど
か
し
た
い
と
、
僕
は
何
度
も
あ
の
時
、

思
っ
た
。（
一
四
六
頁
）

　

固
有
名
の
無
い
一
般
化
さ
れ
た
兵
士
と
の
出
会
い
は
、
そ
の
無
名
の
ガ
ー
ド

兵
へ
の
怒
り
に
似
た
感
情
と
し
て
表
わ
れ
る
。
未
だ
に
残
る
沖
縄
戦
の
痕
跡

を
、
無
名
の
兵
士
に
向
け
て
〈
お
前
も
同
じ
よ
う
に
な
る
〉
の
だ
と
迫
る
。
同

時
に
〈
僕
〉
は
沖
縄
の
地
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
そ
の
戦
場
に
隣
接
し
て
い
る

こ
と
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
〈
僕
〉
た
ち
が
、
訓
練
途
中
に
怪
我
を
し
助
け
た
〈
ア
メ
リ
カ
兵
〉
に
は

「
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
」
と
い
う
固
有
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
固
有
名
を
持
つ
兵

士
と
の
出
会
い
は
、
個
別
的
、
具
体
的
な
感
情
を
喚
起
す
る
こ
と
に
な
る
）
₂₈
（

。

〈
僕
〉
は
固
有
名
を
持
つ
〈
ア
メ
リ
カ
人
〉
に
心
的
な
接
近
さ
え
示
す
の
で
あ

る
。

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
い
る
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
妻
や
子
は
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
か

ら
の
送
金
で
生
活
し
て
い
る
、
と
二
時
間
ほ
ど
前
、
僕
ら
が
チ
ェ
ン
バ
ー

ズ
を
待
っ
て
い
る
間
に
ヤ
ッ
チ
ー
が
話
し
た
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
は
僕
ら
が

考
え
て
い
た
よ
う
に
金
持
ち
で
は
な
い
よ
う
だ
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
両
親

は
二
人
共
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が
幼
少
の
こ
ろ
に
、
病
死
し
て
い
る
。
チ
ェ

ン
バ
ー
ズ
、
元
気
を
だ
せ
よ
と
僕
は
な
ぐ
さ
め
て
や
り
た
い
。
英
語
が
話

せ
た
ら
と
思
う
。
ほ
か
の
米
兵
た
ち
は
陽
気
で
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の

に
。
む
し
ろ
、
乱
暴
で
さ
え
あ
る
の
に
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
は
お
く
び
ょ
う

な
の
か
な
。
僕
は
茶
碗
酒
を
口
に
少
し
ふ
く
ん
だ
。
に
が
い
。
し
か
し
、

ゆ
っ
く
り
喉
に
お
と
し
た
。
喉
が
熱
く
、
た
だ
れ
る
よ
う
だ
。（
一
六
七

頁
）

　

支
配
者
の
相
で
あ
り
、
交
わ
ら
な
い
〈
他
者
〉
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
一
般
化
さ
れ
た
〈
ア
メ
リ
カ
兵
〉
か
ら
距
離
を
置
き
、「
お
く
び
ょ
う

な
の
か
」
と
心
配
さ
れ
る
〈
ア
メ
リ
カ
兵
〉
が
描
か
れ
る
と
こ
ろ
に
、
本
作
の

特
徴
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
圧
倒
的
な
力
を
誇
示
し
て
沖
縄
を
支
配
し

た
、
と
り
わ
け
土
地
の
収
用
や
島
ぐ
る
み
闘
争
、
瀬
長
亀
次
郎
市
長
へ
の
弾
圧

な
ど
が
表
面
化
し
た
一
九
五
〇
年
代
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
カ
ー
ビ
ン
銃

を
持
ち
、
住
民
に
威
圧
的
に
対
峙
す
る
米
兵
の
抽
象
的
な
姿
で
は
な
く
、
こ
こ

で
は
〈
僕
〉
の
ま
な
ざ
し
に
よ
り
輪
郭
化
さ
れ
た
関
係
が
見
出
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
ま
た
〈
ア
メ
リ
カ
・
軍
〉
の
変
容
に
起
因
し
た
事
態
で
も
あ
る
。

「
沖
縄
住
民
の
自
治
拡
大
へ
の
要
求
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
次
々
に
容
れ
ら

れ
て
き
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
す
す
ん
で
妥
協
し
た
結
果
で
は
な

く
、
多
く
の
場
合
は
住
民
か
ら
の
圧
力
の
結
果
で
あ
っ
た
」
と
宮
城
悦
二
郎
は

米
国
紙
の
記
事
を
報
告
す
る
）
₂₉
（

。
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
は
「
軍
事
的
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勝
利
を
う
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
」

り
、
戦
争
へ
の
際
限
な
い
拡
大
は
国
内
の
反
戦
運
動
を
増
長
さ
せ
、「
ベ
ト
ナ

ム
政
策
を
足
元
か
ら
ゆ
さ
ぶ
り
は
じ
め
た
」
の
で
あ
っ
た
）
₃₀
（

。

　

自
治
の
拡
大
と
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
の
後
退
と
い
う
出
来
事
が
、

本
作
の
〈
僕
〉
の
背
景
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
他
者
と
し
て
で
は
な

く
、
個
別
の
人
間
と
し
て
〈
共
生
〉
す
る
可
能
性
が
「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
」
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、〈
僕
〉
た
ち
の
村
に
は
聖
域
と
し
て
の
〈
泉
〉
が
存
在
す
る
。

「
蘇
鉄
の
群
生
し
て
い
る
崖
っ
ぷ
ち
を
海
岸
に
お
り
る
途
中
の
大
き
な
岩
の
割

れ
目
」
に
あ
る
共
同
体
の
〈
泉
〉
の
湧
水
は
「
ど
ん
な
旱
魃
で
も
か
れ
な
い
」

の
で
あ
る
。
そ
こ
は
中
学
三
年
に
な
る
マ
サ
コ
ー
た
ち
、
女
性
が
水
浴
び
を
す

る
た
め
、〈
僕
〉
に
と
っ
て
は
性
的
な
も
の
を
秘
め
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。

　

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
を
助
け
た
代
わ
り
に
、〈
僕
〉
の
村
に
は
、
ジ
ー
プ
い
っ
ぱ

い
の
砲
弾
の
殻
が
運
ば
れ
た
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
は
翌
日
、
嘉
手
納
基
地
に
移
動

し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
と
出
立
す
る
の
で
あ
る
。

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
は
ま
ち
が
い
な
く
泉
を
気
に
い
る
に
ち
が
い
な
い
の
だ
。

ヤ
ッ
チ
ー
に
言
っ
て
も
ら
お
う
。
ヤ
ッ
チ
ー
は
賛
成
す
る
だ
ろ
う
。
チ
ェ

ン
バ
ー
ズ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
危
険
な
思
い
を
し
て
芋
畑
に
入
っ

た
ん
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
今
さ
っ
き
、
酒
に
も
さ
そ
っ
た
ん
だ
か
ら
。

（
一
七
七
頁
）

　

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
・
家
族
構
成
を
知
り
、
親
密
さ
を
抱

く
〈
僕
〉
に
は
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
善
意
ば
か
り
が
感
知
さ
れ
る
。〈
泉
〉
は
共

同
体
の
聖
域
で
あ
り
、
ま
た
思
春
期
の
象
徴
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
チ
ェ
ン
バ
ー

ズ
に
教
え
る
こ
と
を
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
ヤ
ッ
チ
ー
は
「
そ
れ
や
な
ら
ん
ろ
、
誰

に
も
い
う
な
よ
お
、
わ
か
る
な
」
と
、
語
気
を
強
め
て
厳
し
く
拒
絶
す
る
。
米

兵
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
さ
れ
、
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
は
、

個
別
化
さ
れ
て
も
な
お
、〈
他
者
〉
で
し
か
な
い
と
ヤ
ッ
チ
ー
は
判
断
す
る
。

共
同
体
内
部
の
枯
れ
な
い
〈
泉
〉
は
、
彼
ら
の
生
活
の
根
源
で
あ
り
、
ま
た
性

を
含
む
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
生
命
を
象
徴
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
固
有

名
を
持
つ
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
へ
の
親
和
性
を
表
層
的
な
も
の
と
し
て
切
り
捨
て
、

〈
泉
〉
に
示
さ
れ
る
内
部
へ
の
通
路
を
閉
じ
る
ヤ
ッ
チ
ー
の
態
度
に
、〈
僕
〉
は

戸
惑
い
と
と
も
に
、
理
解
を
示
す
。

　
「
外
部
」
の
も
の
と
し
て
拒
絶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
線
を
ヤ
ッ
チ
ー

は
固
持
す
る
。
そ
こ
に
は
沖
縄
戦
か
ら
続
く
〈
ア
メ
リ
カ
兵
〉
と
の
関
係
の
爪

痕
が
潜
在
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
沖
縄
の
戦

後
史
は
〈
ア
メ
リ
カ
〉
に
よ
る
与
奪
の
両
義
性
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
え

る
。
ヤ
ッ
チ
ー
が
拒
絶
す
る
背
景
に
〈
奪
う
者
〉
と
し
て
の
〈
ア
メ
リ
カ
〉
が

あ
る
。
彼
は
仲
間
内
で
は
英
語
を
上
手
く
話
す
人
物
で
あ
る
が
、
個
別
化
さ
れ

た
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
と
の
〈
共
生
〉
は
拒
否
し
た
。〈
与
え
る
者
〉
と
し
て
あ
ら

わ
れ
な
が
ら
、
ま
た
〈
奪
う
者
〉
と
し
て
の
側
面
は
忘
却
さ
れ
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
ヤ
ッ
チ
ー
を
〈
僕
〉
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
拒
絶
さ
れ
た

〈
共
生
〉
の
重
み
を
捉
え
な
お
す
可
能
性
を
「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
は
示
し
な
が
ら
、
そ
の
不
可
能
性
の
淵
で
物
語
は
終
わ
る
の
で
あ
っ
た
。
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五
、
お
わ
り
に

　

又
吉
初
期
作
品
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
「
少
年
の
目
」
だ

と
い
え
る
。〈
少
年
〉
の
ま
な
ざ
し
に
よ
る
〈
大
人
〉
へ
の
違
和
感
が
描
か
れ

た
。
そ
れ
は
占
領
状
況
を
内
在
化
し
所
与
の
も
の
と
し
て
受
諾
す
る
共
同
体
へ

の
違
和
感
と
し
て
も
発
せ
ら
れ
た
。

　
「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛
大
会
」
で
は
、「
闘
牛
」
文
化
を
見
る
〈
少
年
〉
の
ま
な

ざ
し
と
〈
大
人
〉
た
ち
の
打
算
が
対
立
し
た
。
闘
牛
を
「
無
敵
の
象
徴
」
と
し

て
憧
れ
る
〈
少
年
〉
の
目
に
は
、
闘
牛
文
化
を
牛
耳
る
〈
大
人
〉
は
「
劣
等
で

非
力
」
な
存
在
と
し
て
映
っ
た
。〈
ア
メ
リ
カ
〉
の
施
政
権
返
還
が
成
さ
れ
た

後
、〈
ア
メ
リ
カ
〉
と
沖
縄
の
対
立
的
な
構
図
か
ら
脱
し
、〈
少
年
〉
の
目
は
自

ら
の
内
部
（
村
落
共
同
体
）
へ
と
志
向
さ
れ
た
。
こ
の
内
部
へ
の
違
和
感
は
、

一
九
七
〇
年
代
と
い
う
沖
縄
の
転
換
期
と
と
も
に
前
景
化
し
て
い
る
点
が
、
又

吉
作
品
の
特
徴
と
い
え
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
米
軍
の
後
退
、
コ
ザ
騒

動
に
お
け
る
民
意
の
暴
発
、
そ
れ
ら
を
〈
経
験
〉
し
た
後
だ
か
ら
こ
そ
、
戦
後

の
沖
縄
史
を
客
観
化
し
う
る
視
座
に
お
い
て
、
内
部
へ
の
違
和
と
し
て
の
感
触

を
持
ち
得
た
の
で
あ
る
。

　
「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
で
は
、
沖
縄
戦
と
連
続
す
る
も
の
と

し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
と
ら
え
ら
れ
、
ま
た
決
定
的
に
拒
絶
さ
れ
る
〈
ア
メ

リ
カ
兵
〉
の
存
在
が
描
か
れ
た
。
こ
こ
で
も
〈
少
年
＝
僕
〉
の
ま
な
ざ
し
に
よ

り
、
共
通
認
識
を
抱
き
う
る
存
在
と
し
て
善
意
的
に
捉
え
得
る
米
兵
が
描
か
れ

な
が
ら
、
そ
れ
は
ま
た
ヤ
ッ
チ
ー
と
い
う
〈
少
年
〉
に
よ
っ
て
厳
し
く
拒
否
さ

れ
た
。

　

戦
後
の
沖
縄
の
文
学
は
〈
ア
メ
リ
カ
〉
と
の
接
触
を
無
し
に
語
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
多
様
な
物
語
と
し
て
生
成
さ
れ
て
き
た
。
施
政
権
返

還
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
作
品
は
、
岡
本
恵
徳
の
い
う
よ
う
に

一
九
七
〇
年
代
半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
登
場
し
て
く
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
）
₃₁
（

。
又

吉
栄
喜
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
初
期
作
品
群
に
は
、
米
兵
を
視
点
人
物

に
据
え
た
「
ジ
ョ
ー
ジ
が
射
殺
し
た
猪
」
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
作
品
も
あ

る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
通
し
て
の
米
国
の
後
退
、

施
政
権
返
還
と
い
う
出
来
事
が
複
層
的
に
織
り
な
す
接
触
点
上
に
て
書
か
れ

た
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
施
政
権
返
還
後
と
い
う
時
点
に
登
場
し
た

文
学
作
品
の
動
向
と
し
て
、
初
期
の
又
吉
作
品
は
「
少
年
の
目
」
を
用
い
な
が

ら
、〈
ア
メ
リ
カ
〉
兵
を
捉
え
直
し
、
ま
た
沖
縄
の
内
部
を
志
向
し
た
作
品
だ

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
こ
こ
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
初
期
の
作
品
群
、
例
え
ば
「
窓
に
黒
い
虫

が
」（『
文
学
界
』
一
九
七
八
年
八
月
）
や
「
シ
ェ
ー
カ
ー
を
振
る
男
」（『
沖
縄
タ

イ
ム
ス
』
一
九
八
〇
・
六
）、「
ギ
ン
ネ
ム
屋
敷
」（『
す
ば
る
』
一
九
八
〇
・
一
二
）

に
関
し
て
の
分
析
、
考
察
が
今
後
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

注
記

（
１
）　

中
野
好
夫
・
新
崎
盛
暉
共
著
『
沖
縄
戦
後
史
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
六
・
一
〇
、
五
頁

（
２
）　

鹿
野
政
直
は
「
一
九
四
八
年
の
朝
鮮
半
島
で
の
分
断
国
家
の
成
立
、
翌
四
九
年
の
中
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華
人
民
共
和
国
の
成
立
に
伴
う
、
極
東
で
の
冷
戦
の
激
化
を
受
け
て
、
基
地
と
し
て
の

機
能
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、
沖
縄
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
急
速
に
起
っ
て
き

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
沖
縄
の
「
近
代
化
」
政
策
は
、
そ
の
「
要
塞
化
」
政
策
と
表
裏

一
体
の
関
係
で
進
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
指
摘
す
る
（『
沖
縄
の
戦
後
思
想
を

考
え
る
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
・
九
、
二
四
〜
二
五
頁
）。

（
３
）　

勿
論
、
沖
縄
の
戦
後
史
を
こ
れ
だ
け
の
ト
ピ
ッ
ク
で
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
の

『
沖
縄
戦
後
史
』
で
は
一
九
七
二
年
の
施
政
権
返
還
ま
で
を
九
区
分
し
、
多
角
的
視
野

で
語
っ
て
い
る
。

（
４
）　
「
黒
ダ
イ
ヤ
」
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
目
取
真
俊
は
「
米
民
政
府
時
代
の
文
学
」

（『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史　

第
15
巻
』
一
九
九
六
・
五
、
一
九
四
頁
）
に
お
い

て
、
仲
程
昌
徳
は
『
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
風
景
│
沖
縄
文
学
の
一
領
域
│
』（
ニ
ラ
イ
社
、

二
〇
〇
八
・
九
、
一
四
三
頁
）
に
お
い
て
嚆
矢
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
５
）　

江
島
寂
潮
「
道
草
」（『
月
刊
タ
イ
ム
ス
』
一
九
四
九
・
七
）

（
６
）　

仲
程
昌
徳
「「
ア
メ
リ
カ
」
の
あ
る
風
景
│
戦
後
小
説
を
歩
く
│
」（『
ア
メ
リ
カ
の

あ
る
風
景
│
沖
縄
文
学
の
一
領
域
│
』
ニ
ラ
イ
社
、
二
〇
〇
八
・
九
、
一
四
一
頁
）

（
７
）　

前
掲
（
６
）
書
、
二
四
三
頁

（
８
）　

嘉
陽
安
男
「
美
原
オ
ト
の
場
合
」、
長
堂
英
吉
「
我
羅
馬
テ
ン
ト
村
」
と
も
に
『
新

沖
縄
文
学
』
一
九
七
三
・
六
に
掲
載
。

（
９
）　

本
論
で
扱
う
又
吉
栄
喜
は
施
政
権
返
還
後
の
作
家
と
い
う
位
置
付
け
に
な
る
。
岡
本

恵
徳
は
、「
文
学
の
面
に
は
、
こ
う
い
う
施
政
権
返
還
後
の
急
激
な
変
化
は
直
ち
に
は

現
わ
れ
て
は
い
な
い
」
と
指
摘
し
、
一
九
七
三
年
の
「
琉
球
新
報
短
編
小
説
賞
」（
又

吉
の
受
賞
は
第
四
回
）、
一
九
七
五
年
の
「
新
沖
縄
文
学
賞
」、「
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
」

の
設
立
に
伴
い
、「
さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
を
も
っ
た
新
し
い
書
き
手
た
ち
が
数
多
く
登
場

す
る
」
と
述
べ
る
（
岡
本
恵
徳
「「
沖
縄
返
還
」
後
の
文
学
展
望
」『
沖
縄
文
学
の
憧

憬
』
二
〇
〇
〇
・
二
）。

（
10
）　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
疲
弊
は
沖
縄
の
基
地
経
済
の
弱
体
化
を
ま

ね
き
、
例
え
ば
「
コ
ザ
は
「
沖
縄
市
」
に
移
行
、
街
の
活
性
化
を
試
み
る
」（
琉
球
新

報
社
編
『
こ
と
ば
に
見
る
沖
縄
戦
後
史
②
』
ニ
ラ
イ
社
、
一
九
九
二
・
三
）。
戦
争
そ

の
も
の
に
よ
る
軍
の
疲
弊
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
人
種
差
別
な
ど
多
く
の
問
題
が
絡

み
、
弱
体
化
を
み
せ
た
と
い
え
る
。

（
11
）　

宮
城
悦
二
郎
『
沖
縄
占
領
の
27
年
間
│
ア
メ
リ
カ
軍
政
と
文
化
の
変
容
』（
岩
波

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
九
二
・
八
、
四
九
頁
）

（
12
）　
『
朝
日
新
聞
』（
東
京
版
、
一
九
七
〇
・
一
二
・
二
一
）

（
13
）　

又
吉
栄
喜
、
山
里
勝
己
「「
沖
縄
」
を
描
く
、「
沖
縄
」
で
描
く
│
『
豚
の
報
い
』
を

め
ぐ
っ
て
│
」（『
け
ー
し
風
』
一
九
九
六
・
一
二
、
二
一
〜
二
二
頁
）

（
14
）　
「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛
大
会
」（『
琉
球
新
報
』
一
九
七
六
・
一
一
／
第
四
回
『
琉
球
新

報
短
篇
小
説
賞
』
受
賞
）

（
15
）　
「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
七
八
・
六
）

（
16
）　
「
憲
兵
闖
入
事
件
」（『
沖
縄
公
論
』
一
九
八
一
・
五
）

（
17
）　
「
島
袋
君
の
闘
牛
」（『
青
い
海
』
一
九
八
二
・
一
二
）

（
18
）　
「
ジ
ョ
ー
ジ
が
射
殺
し
た
猪
」（『
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
作
品
集
１
９
７
７
〔
８
〕』
九

州
文
化
協
会
、
一
九
七
八
・
二
、
後
に
『
文
學
界
』
一
九
七
八
・
三
）

（
19
）　

仲
里
は
他
に
「
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
バ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
の
風
俗
を
生
き
る
女

た
ち
の
生
き
ざ
ま
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
、
男
と
女
の
関
係
な
ど
が
あ
ぶ
り
だ
さ

れ
て
い
く
系
列
が
あ
る
」
と
も
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
本
論
で
指
摘
し
た
長
堂
英
吉
、
前

川
邦
昭
、
多
和
田
辰
雄
ら
の
作
品
に
も
描
か
れ
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
仲
里
は
「
青
年

の
目
」
も
又
吉
の
特
徴
だ
と
述
べ
る
（
仲
里
効
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
又
吉
栄
喜
ワ
ー
ル

ド
│
│
ア
メ
リ
カ
の
影
と
沖
縄
の
基
層
」『ED

G
E

』
創
刊
号
、
一
九
九
六
・
二
）。

（
20
）　

前
掲
（
10
）
書
、
二
三
頁

（
21
）　

岡
本
恵
徳
「
受
賞
作
解
説
」（『
沖
縄
短
編
小
説
集
│
「
琉
球
新
報
短
編
小
説
賞
」
受

賞
作
品
│
』（
琉
球
新
報
社
、
一
九
九
三
・
九
、
三
六
一
頁
）

（
22
）　

引
用
に
関
し
て
は
、「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛
大
会
」、「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
は
『
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
』（
海
風
社
、
一
九
八
八
・
一
）
を
用
い

た
。

（
23
）　

高
嶺
朝
一
「
コ
ザ
反
米
騒
動
」（『
知
ら
れ
ざ
る
沖
縄
の
米
兵
』
高
文
研
、

一
九
八
四
・
五
、
八
〇
頁
）



又
吉
栄
喜
初
期
作
品
に
お
け
る
〈
少
年
〉
を
め
ぐ
っ
て

八
七

（
24
）　

岡
本
恵
徳
「
又
吉
栄
喜
『
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛
大
会
』
│
│
米
人
の
新
た
な
描
き
方
の

出
現
」（（『
現
代
文
学
に
み
る
沖
縄
の
自
画
像
』
高
文
研
、
一
九
九
六
・
六
、
一
五
一
頁
）

（
25
）　

闘
牛
の
文
化
と
し
て
、
例
え
ば
明
治
四
〇
年
四
月
二
七
日
『
琉
球
新
報
』
に
「
牛

闘
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
ア
ジ
ア
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
闘

牛
を
捉
え
る
視
点
も
あ
り
興
味
深
い
（
桑
原
季
雄
・
尾
崎
孝
宏
・
西
村
明
「
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
闘
牛
と
「
周
辺
│
周
辺
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」『
南
太
平
洋
研
究
』

二
〇
〇
七
、
二
七
号
）

（
26
）　
「
目
の
先
に
は
砂
糖
黍
の
密
生
や
、
こ
ん
も
り
と
し
た
雑
木
の
低
い
茂
み
が
点
在
し
、

そ
の
向
こ
う
も
こ
ち
ら
も
ポ
コ
と
海
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
静
か

な
、
の
ど
か
な
動
き
は
よ
く
見
え
る
。
僕
は
、
あ
あ
戦
争
だ
、
と
気
が
高
ぶ
る
。
敵
に

発
見
さ
れ
ぬ
よ
う
、
麦
藁
帽
子
を
深
く
か
ぶ
り
な
お
し
、
ま
た
荒
い
土
く
れ
に
腹
ば
い

に
な
っ
た
」（「「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
兵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」、
一
二
六
頁
」）

（
27
）　

一
九
五
九
年
一
二
月
二
六
日
、
金
武
村
の
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
で
弾
拾
い
中
の
農

婦
を
米
兵
が
射
殺
し
「
イ
ノ
シ
シ
と
間
違
え
て
撃
っ
た
」
と
供
述
、
一
九
六
〇
年
一
二

月
九
日
に
は
三
和
村
で
米
人
ハ
ン
タ
ー
が
老
人
を
射
殺
、
一
九
六
一
年
二
月
一
日
、
伊

江
島
米
軍
射
撃
演
習
場
内
で
弾
拾
い
を
し
て
い
た
男
性
が
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が

発
生
し
て
い
る
。

（
28
）　

先
の
「
カ
ー
ニ
バ
ル
闘
牛
大
会
」
は
第
四
回
「
琉
球
新
報
短
編
小
説
賞
」
の
受
賞

作
だ
が
、
以
後
、
第
五
回
の
中
原
晋
「
銀
の
オ
ー
ト
バ
イ
」
で
は
自
身
が
「
戦
後
の

典
型
」
と
い
う
政
代
と
い
う
「
ハ
ー
ニ
ー
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
女
性
の
偏
見
や
既
成

概
念
の
破
壊
を
め
ざ
し
、
ま
た
第
八
回
、
比
嘉
秀
喜
『
デ
ブ
の
ボ
ン
ゴ
に
揺
ら
れ
て
』

で
は
、
主
人
公
「
健
二
」
の
眼
で
、「
復
帰
」
前
後
の
沖
縄
を
、
米
軍
を
退
役
し
て
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
営
む
フ
レ
デ
ィ
の
生
き
方
と
重
ね
る
形
で
描
か
れ
る
。
中
原
の
宣
言

に
あ
る
よ
う
な
典
型
化
さ
れ
た
問
題
の
深
化
、
個
別
化
さ
れ
る
米
国
兵
の
記
述
な
ど

七
〇
年
代
以
降
の
沖
縄
の
文
学
の
固
有
の
問
題
を
提
示
し
て
い
く
と
い
え
る
。

（
29
）　
『
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
紙
（
一
九
六
八
・
六
・
四
）、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ェ
イ

ム
ソ
ン
の
記
事
「
弱
ま
る
ア
メ
リ
カ
の
支
配
体
制
」
を
、
宮
城
は
報
告
し
て
い
る
（
宮

城
悦
二
郎
『
占
領
者
の
眼
│
│
ア
メ
リ
カ
人
は
〈
沖
縄
〉
を
ど
う
見
た
か
│
│
』
那
覇

出
版
社
、
一
九
八
二
・
一
二
、
三
〇
六
頁
）。

（
30
）　

前
掲
（
１
）
書
、
一
六
七
頁

（
31
）　

注
記
（
９
）、
参
照


